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(知覚神経)

(マスト細胞/肥満細胞)

(表皮)

(真皮)

IgE

(皮膚微小血管)

ヒスタミンなど

抗原：薬剤、食物、昆虫毒
化学物質など

Ⅰ型アレルギーのしくみ

(経皮的侵入)

(血流を介した刺激)

IgE（遊離した形

で血流にも流れ
ている）好塩基球：マスト細胞と同じように

IgEと結合し、抗原に反応してヒス
タミンを遊離する。

0.06-0.2mm
角（質）層
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皮膚の構造
トルイジンブルー染色（マスト細胞）

皮膚マスト細胞（肥満細胞）
（アトピー性皮膚炎患者）

毛包

脂肪組織

汗腺

皮膚マスト細胞（肥満細胞）

アトピー性皮膚炎の皮膚は
いつも臨戦状態（過敏性）

正常皮膚とアトピックドライスキン

中川秀己先生、五十嵐敦之先生 監修：「小児アトピー性皮膚炎における治療の実際」

フィラグリンフィラグリン
異常なフィラグリン


